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令和７年度オーストラリア友好親善訪問団派遣事業 概要 

 

１．事業趣旨 

   オーストラリアに中学生を派遣し、ホームビジットや体験入学等の交流を通して、中

学生の豊かな国際感覚を育み、互いの文化・価値観・生活様式等の理解と尊重を図り、

友情を育むことを趣旨とする。 

 

２．派遣先・交流校 

（派遣先）オーストラリア・ニューサウスウェールズ州 シドニー、カウラ、キャンベラ 

  （交流校）聖ラファエル・カトリック・スクール・カウラ校 

       ※以下、「聖ラファエル校」と称する。 

 

３．訪問日程 

   令和７年７月２８日（月）～８月６日（水） １０日間 

 

４．訪問団員の構成 

   計１０名 （生徒）市内中学校 ２年生 ８名 

        （引率）市職員 １名、学校教職員 １名 

 

５．宿泊 

   シドニー（ホテル） １泊 

   カウラ （ホテル） ４泊 

   キャンベラ（ホテル）２泊 

   東京（ホテル）   １泊 

   機内        １泊 

 

６．内容 

① シドニー市内見学（動物園、オペラハウス等） 

② 聖ラファエル校での学校体験（２日間） 

③ 聖ラファエル校での出し物発表（全体発表：クイズ、班活動：茶道・書道） 

④ ホームビジット（３日間） 

④ カウラ市内見学（戦争墓地、日本庭園等） 

⑤ キャンベラ市内見学（戦争記念館、国会議事堂等） 
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令和７年度オーストラリア友好親善訪問団 団員名簿 

 

 

   〈生徒名簿〉 
 

NO. 学 校 名 氏 名 ふ り が な 性 別 

１ 白石中学校 小 関 義 恭 こせき よしすけ 男 

２ 白石中学校 正 路 大 翔 しょうじ やまと 男 

３ 白石中学校 髙 橋 史 桜 たかはし しおう 女 

４ 白石中学校 照 井 緋 寧 てるい あかね 女 

５ 白石中学校 半 沢  桜 はんざわ さくら 女 

６ 白石中学校 疋 田 晴 應 ひきた せいおう 男 

７ 東中学校 大 橋 陸 斗 おおはし りくと 男 

８ 東中学校 渡 邊  晴 わたなべ はる 女 

 

 

   〈引率者名簿〉 
 

NO. 所 属 役 職 氏 名 ふ り が な 性別 

団長 議会事務局 調査係長 小 室 悦 子 こむろ えつこ 女 

副団長 白石中学校 教諭 大 宮 葉 子 おおみや ようこ 女 
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令和７年度オーストラリア友好親善訪問団 日程表 

月日 地名・場所 時刻 主な行事予定 食事 宿泊

1 7月28日 白石市役所 12:45 市役所１階ロビー集合

（月） 13:00 出発式　終了後バスで白石蔵王駅へ　

白石蔵王駅　発 13:58 やまびこ142号 　

東京駅　着　　　 15:48 浜松町駅を経由し、モノレールで羽田空港へ

羽田空港　着 16:30 スーツケース受領 軽食

羽田空港　発 22:45 全日空879便（NH879） 機内食 機内

2 7月29日 機内で朝食 機内食

（火） シドニー空港　着 9:25

シドニー　着 シドニー市内見学【動物園、ダーリングハーバー、フェリー・路面電車、オペラハウス】 昼

17:00 ホテルチェックイン（Metro Hotel Sydney Marlow）

18:00 夕食（中華料理） 夜 ホテル

3 7月30日 シドニー 6:30 ホテルにて朝食 朝

（水）
シドニー　発 7:45

ホテルチェックアウト、バスでブルーマウンテンズ国立公園展望台を経由（予定であっ

たが、濃霧のため立ち寄らず）し、カウラへ
昼

カウラ 15:15 聖ラファエル校到着、ホストファミリーと対面

　 ホテルチェックイン（Breakout Motor Inn）　レストランにて夕食 夜 ホテル

4 7月31日 カウラ 朝 登校、学校で朝食 朝

（木） 昼

15:15 ホストシスター・ブラザーと下校

20:00 ホテル（Breakout Motor Inn） 夜 ホテル

5 8月1日 カウラ 朝 登校、学校で朝食 朝

（金） 出し物発表（クイズ、茶道・書道）、牧羊場見学、授業体験 昼

15:15 ホストシスター・ブラザーと下校

20:00 ホテル（Breakout Motor Inn） 夜 ホテル

6 8月2日 カウラ 朝 学校で朝食 朝

（土） 8:30 ホストファミリーと過ごす 昼

17:00 ボンファイヤー＆BBQ（全員集合） 夜

　 19:00 ホストファミリーとお別れし、ホテルへ（Breakout Motor Inn） ホテル

7 8月3日 カウラ 朝 礼拝へ出席後、学校で朝食 朝

（日） 昼 収容所跡地、戦争墓地、日本庭園を見学後、学校へ戻り昼食 昼

カウラ　発 13:00 カウラを出発

　　　 キャンベラ　着 16:00 ホテルチェックイン（Ibis Budget Canberra）　レストランにて夕食 夜 ホテル

8 8月4日 キャンベラ 8:00 ホテルにて朝食 朝

（月）
昼

キャンベラ市内見学【マウント・エインスリー展望台、戦争記念館、国会議事堂（昼食は

こちらで）】
昼

18:00 レストランにて夕食（Star Buffet Restaurant） 夜

19:30 ホテル（Ibis Budget Canberra） ホテル

9 8月5日 キャンベラ　発 5:00 ホテル発　（途中マクドナルドで朝食） 朝

（火） シドニー空港　着 9:30

シドニー空港　発 11:50 全日空890便（NH890） 機内食

　（出発2時間後にメイン食事、到着2時間前に軽食）

羽田空港　着 20:40

大鳥居駅　着 22:15 ホテルチェックイン（hotel MONday 羽田空港）

10 8月6日 8:00 ホテルにて朝食 朝

（水） 大鳥居駅　発 9:30 ホテルを出発。大鳥居駅から品川駅を経由し、東京駅へ

東京駅　着　　　 10:15

東京駅　発 11:00 やまびこ135号

白石蔵王駅　着 12:47 駅内で解散式

ホームビジット

校外学習【カウラ市庁舎→観光案内所（ホノグラム見学）→平和の鐘】、ベルビュー・ヒ

ル保護区（ビリー・ゴート・ヒル）へ行ってピクニック・ランチ、授業体験
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オーストラリア友好親善訪問団 活動の記録 

 

 

★６月１２日（木） 「保護者説明会」 

派遣団員決定後、初めて全員が顔を合わせま

した。事務局の説明にしっかりと耳を傾け、訪

問団としての使命や責任について理解しよう

としていました。 

また、昨年度の訪問団の生徒から体験談講話

として、オーストラリアで感じたことやアドバ

イスをいただきました。そして今年は、昨年度

の訪問団の保護者にもお越しいただき、今年度

派遣する生徒の保護者が抱えている不安など

に回答する場を設けました。訪問団の皆さん

は、オーストラリアでの体験、学びに期待を膨

らませている様子でした。 

 

★６月１９日（木） 

「第１回事前研修会」 

初めての顔合わせとなった保護者説明会か

ら１週間。オーストラリア訪問を見据え、まず

は、自己紹介やアイスブレイクなどを行いま

した。研修を進める中で、１０日間ともに生活

をする仲間と少しずつ距離を縮めていきまし

た。 

第１回目は、ＡＬＴによる語学演習から聖

ラファエル校で発表する出し物発表(全体発

表・班活動)の内容について、全員で意見を出

し合いました。 

語学演習では、初めは声も小さく笑顔も少

なかったですが、会話を重ねるうちに自然と

声も笑顔も出てくるようになりました。 

全体発表や班活動については、各自やって

みたいことや伝えたいことを出し合い、全体

発表ではクイズを、班活動では茶道と書道を

行うことに決定しました。 
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★６月２６日（木） 

「第２回事前研修会」 

出発まで約１か月と迫った第２回。こ

の日は語学演習を行ったのち、全体発表

で行う「クイズ」について内容を詰めまし

た。1 人 1 人考えてきた〇×クイズや早押

しクイズを持ち込み、ＡＬＴに添削して

もらいながら進めました。 

１回目の研修会よりも雰囲気が和やか

になり、発言が活発化しました。 

 

★7 月 3 日（木） 

「第３回事前研修会」 

事前研修会も残り２回となり、語学演

習後、クイズについて詳細に詰めていき

ました。外国人が聞いて楽しくなるよう

なクイズになるように、ＡＬＴの力を借

りながら、修正していきました。 

班活動については、各班に分かれて、発

表に必要なものを整理していきました。 

 

 

★７月１０日（木） 

「第４回事前研修会」 

渡航まであとわずかになり、語学演習

では、ジェスチャーやリアクションを大

きくとるなど、より実践的にＡＬＴとコ

ミュニケーションをとりました。第１回

事前研修会の時に比べると、表情が柔ら

かく、声も大きくなり、英会話に慣れてき

たようでした。 

班活動では、ＡＬＴに聖ラファエル校の生徒に

なりきってもらい、実演をしました。聖ラファエ

ル校の生徒とどのような会話をするとよいか、発

表で足りない物はないかどうかなどの確認を行い

ました。 
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★７月１７日（木） 

     「第５回事前研修会」 

いよいよ最後の事前研修会となっ

たこの日は、全体発表のクイズと班活

動に絞って最終確認をしました。 

クイズでは、発音やスペルの確認を

したあと、時間を計って通しで行いま

した。翌週の結団式では全体発表の披

露をするため、これまで以上に真剣に

取り組んでいました。 

 班活動では、実演をして、聖ラファエル校の生

徒に楽しんでもらえるように、ＡＬＴのアドバイ

スをもとに、会話やリアクションを考えました。    

渡航前最後の研修でしたので、これまでよりも

緊張感と責任感をもって取り組んでいました。 

 

 

★７月２３日（水）「結団式」 

全５回の事前研修会もあっという間に終わり、

本当のスタートに向けた結団式が行われました。        

大庭副市長からは、「色々なことに挑戦してほし

い」「白石市、日本の親善大使としてＰＲしてきて

ほしい」とお話をいただきました。副市長の激励

に、生徒たちは真っすぐな眼差しで話を聞いてい

ました。 

その後、事前研修会の成果披露として、全体発表

であるクイズの一部をお披露目しました。         

生徒は少し緊張しながらも、練習の成果を存分

に披露しました。 

また、抱負として「新しい知識や文化を学び、今

後の学校生活などに役立てたい」と決意を語りま

した。 
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★７月２８日（月）「出発式」 

待ちに待った出発の日。生徒の表情

はとても明るく、これから始まる日々

に期待を膨らませているようでした。  

生徒代表あいさつでは、「白石市の

代表として、オーストラリアでたくさ

んのことを学んで、元気に帰ってきま

す。」と力強い言葉がありました。 

 

 

 

★８月６日（水）「解散式」 

１０日間の行程を無事に済ませ、

訪問団は白石蔵王駅へ帰ってきま

した。大きなトラブルもなく、立派

に役割を果たした生徒たちは、達成

感や自信に満ち溢れた表情をして

いました。 

生徒代表あいさつでは、オースト

ラリアで学んだことや関わってく

れた方々への感謝の気持ちを伝え

ました。 

 

★８月２１日（木）「解団式」 

 帰国から約２週間後、解団式が行われ、オーストラ

リアでの活動報告や今後の決意を発表しました。 

また、一人一人将来に向けて、今回の派遣事業を通

して感じたこと、レベルアップしたいと思ったことを

発表し、更なる成長を誓いました。 

よりたくましくなった生徒たちが、世界に羽ばたく

ことを期待します。 
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★１１月３０日（日）「令和７年度青少年健全育成市民のつどい」 

派遣事業の集大成とも言える場で、同じ中学生や市民に向けて訪問団の活動を発表しました。 

解団式以来の発表の場となりましたが、緊張を見せることなく、自分たちしか経験していない貴

重な相互交流について堂々と発表しました。 

つどいの中では、中学校１年生・3 年生による「私の主張」も発表され、真剣に耳を傾けながら、

刺激を受けている様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 10 - 

 

 

令和７年度 

オーストラリア友好親善訪問団員 

感 想 文 集 
 

 

 

１．白 石 中 学 校   小 関 義 恭 

２．白 石 中 学 校   正 路 大 翔 

３．白 石 中 学 校   髙 橋 史 桜 

４．白 石 中 学 校   照 井 緋 寧 

５．白 石 中 学 校   半 沢   桜 

６．白 石 中 学 校   疋 田 晴 應 

７．東 中 学 校   大 橋 陸 斗 

８．東 中 学 校   渡 邊   晴 

９．団   長   小 室 悦 子 

１０．副 団 長   大 宮 葉 子 
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「派遣事業を終えて」 

白石中学校 ２年 小関 義恭 

私 が こ の 派 遣 事 業 に 応 募 し た の は 、オ ー ス ト ラ リ ア に 興 味 が あ っ た の は も ち ろ ん 、自

分 の 学 ん だ 英 語 が ど の 程 度 役 に 立 つ か が 気 に な っ た か ら で す 。 日 本 の リ ス ニ ン グ は 遅

い と い う こ と を 聞 い た こ と が あ っ た の で 、 海 外 は ど の 程 度 の 早 さ な の か 気 に な っ た か

ら で も あ り ま す 。ま た 、南 半 球 と い う こ と も 気 に な り ま し た 。南 半 球 と い う こ と は 、排

水 溝 の 水 の 流 れ 方 も 違 い ま す 。そ の よ う な こ と に も 興 味 を 持 ち 、応 募 し ま し た 。そ し て、

昨 年 、沖 縄 に ホ ー ム ス テ イ に 行 っ た 際 に 、文 化

の 違 い や 生 活 様 式 の 違 い に 驚 き 、オ ー ス ト ラ リ

ア で は ど の よ う な も の な の か も 気 に な り ま し

た 。事 前 研 修 会 で は 、Ａ Ｌ Ｔ の 先 生 が ゆ っ く り

と 話 し て く れ て い て 、「 こ の よ う な ス ピ ー ド な

の か 」と 軽 く 構 え て い ま し た 。出 し 物 発 表 を 考

え る 時 は 、み ん な で 必 要 な も の や ど の よ う に 動

く か を 協 力 し て 考 え ま し た 。そ し て 誰 が 何 を 持

っ て い く か を 決 め ま し た 。  

私 は 、こ の 事 業 で 、オ ー ス ト ラ リ ア と 日 本 と の 文 化 の 違 い を 知 り ま し た 。ま た 、言 語

が 伝 わ ら な い と い う こ と は ど の よ う な こ と な の か も 学 び ま し た 。ま ず 、違 い を 感 じ た の

は 、現 地 ガ イ ド さ ん の バ ス に 乗 っ た 時 で し た 。日 本 で は あ り え な い 、普 通 の 道 路 を 時 速

100km で 走 っ て い ま し た 。 オ ー ス ト ラ リ ア は 日 本 と は 距 離 感 覚 が 違 い 、 時 速 100～

150km が 当 た り 前 に な っ て い ま す 。 そ の た め 、 そ れ ぐ ら い の ス ピ ー ド を 出 す の だ と 感

じ ま し た 。そ の 他 に も 、道 路 に 街 灯 が な い こ と に も 驚 き ま し た 。白 線 に 反 射 す る 材 料 が

埋 め 込 ま れ て い る そ う で 、電 気 を 使 わ ず に 白 線 を 見 つ け る こ と が で き る の で 、エ コ だ と

思 い ま し た 。そ の 他 に も 信 号 が な い ロ ー タ リ ー の 交 差 点 も あ り 、全 体 的 に 電 気 を 使 わ な

い よ う に な っ て い ま し た 。次 に 文 化 の 違 い を 感 じ た の は 、カ ウ ラ の 脱 走 事 件 の 話 を 聞 い

た 時 で す 。音 声 案 内 の 翻 訳 を 見 た と き に 、「 私 た ち に は 理 解 が で き ま せ ん が 、日 本 に は

捕 虜 に な る の は『 恥 』と い う 考 え 方 が あ る の で す 。」と 書 か れ て い ま し た 。こ の こ と を

現 地 ガ イ ド の 人 に 聞 い た と こ ろ「 ま あ 、日 本 以 外 は 捕 虜 に な る の は『 誇 り 』だ か ら な 。」

と 言 わ れ ま し た 。日 本 は「 恥 」、海 外 は「 誇 り 」

と い う 真 逆 の 考 え 方 が あ り ま し た 。同 じ 島 国

な の に こ こ ま で 変 わ る と い う こ と に 驚 き ま

し た 。  

そ し て 、言 語 が 伝 わ ら な い こ と で 事 件 が 起

こ り ま し た 。そ れ は 、友 達 が ホ ス ト フ ァ ミ リ

ー の 家 で ト イ レ に 行 っ た 時 で し た 。自 分 も 待

っ て い た の で「 早 く し ろ よ ～ 。」と 言 っ た ら 、

「 待 っ て 、鍵 開 か な い よ 。」と 言 っ て き ま し た 。

早 く し て ほ し か っ た の で 、「 最 後 ま で ち ゃ ん

▲ 全 体 発 表 の ク イ ズ に つ い て 考 え る  

▲ ホ ス ト バ デ ィ と の 初 顔 合 わ せ  
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と 回 し て よ 。」と 言 う と 、「 回 ら な い よ 。」と 言 わ れ 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー を 呼 び に 行 き ま

し た 。焦 っ て い た 私 は 、「 lock」と い う 単 語 が 浮 か ん で こ な く て 、「 My friend in toilet.」

と 言 い ま し た 。ホ ス ト フ ァ ミ リ ー に は 、「 だ か ら ？ 」と い う よ う な 表 情 で 見 ら れ て し ま

い ま し た 。 し か し 、「 help」 の 単 語 を 思 い 出 し 、 連 呼 す る と ペ ー パ ー の こ と だ と 思 わ れ

て し ま い「 OK OK!」と 言 い 、ペ ー パ ー を 持 っ て き て し ま い ま し た 。「 No! Door not open.」

と 言 う と 頷 き 、工 具 を 持 っ て き て く れ ま し た 。し か し 、ば ら ば ら に し て も 中 の 板 が 回 ら

ず ド ア が 開 か な か っ た の で 、手 伝 お う と 思 い ま

し た が 、自 分 が ど の よ う に 声 を か け れ ば い い の

か わ か り ま せ ん で し た 。「 Can I」 な の か 「 May 

I」な の か 、分 か り ま せ ん で し た 。そ し て 、身 振

り 手 振 り と 「 I can help.」 と 言 っ て 、 手 伝 っ て

も ら い ま し た 。 全 く 言 い た い こ と が 伝 わ ら ず 、

と て も 困 っ て し ま い ま し た 。こ の よ う に 、知 識

不 足 と 焦 り で 言 葉 が 出 て こ な い な か 、伝 え な け

れ ば い け な い 大 変 さ を 経 験 し ま し た 。  

こ の こ と か ら 、英 語 を 勉 強 す る と き は 、日 常 的 な 会 話 か ら も し も の 時 の こ と ま で 学 ん

で い こ う と 感 じ ま し た 。  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の 授 業 体 験  



- 13 - 

 

「 派 遣 事 業 を 終 え て 」  

白 石 中 学 校  ２ 年  正 路  大 翔  

私 が 今 回 の 事 業 に 応 募 し た の は 、 両 親 や 昨 年 度 訪 問 し た 先 輩 か ら の 勧 め も あ り ま す

が 、オ ー ス ト ラ リ ア と 日 本 の 歴 史 や 文 化 の 違 い を 知 り た か っ た こ と と 、自 分 の 英 語 力 を

磨 き た か っ た か ら で す 。本 や イ ン タ ー ネ ッ ト

な ど で 調 べ る こ と も で き ま す が 、実 際 に 自 分

の 目 で 見 た か っ た こ と が 決 め 手 に な り 、応 募

し ま し た 。  

最 初 に 訪 れ た シ ド ニ ー で は 、ま ず オ ー ス ト

ラ リ ア の 明 る く 開 放 的 な 雰 囲 気 に 驚 か さ れ

ま し た 。動 物 園 や オ ペ ラ ハ ウ ス を 訪 れ 、キ ン

グ ス ト リ ー ト で は 、シ ド ニ ー の 高 層 ビ ル 街 を

散 策 し ま し た 。  

ま た 、シ ド ニ ー で は 日 本 よ り も 人 と 人 と の 距 離 が 近 く 、文 化 の 違 い を 感 じ ま し た 。す

れ 違 う 人 同 士 が 「 Hi !」 や 「 How are you going?」 と 自 然 に 声 を か け 合 う 風 景 は 、 日 本

で は あ ま り 見 ら れ な い も の で 、 と て も 新 鮮 で し た 。  

次 に 訪 問 し た 都 市 は カ ウ ラ で す 。カ ウ ラ で は 、聖 ラ フ ァ エ ル 校 と い う 現 地 の 学 校 と 日

本 人 墓 地 や Ｐ Ｏ Ｗ と 呼 ば れ て い る 戦 争 捕 虜 収 容 所 の 跡 地 と い っ た 日 本 が 深 く 関 係 し て

い る 施 設 を 見 学 し ま し た 。  

聖 ラ フ ァ エ ル 校 で は 、ホ ス ト ブ ラ ザ ー と 一 緒 に 行 動 し て い ま し た 。ま ず 初 め に 驚 い た

こ と は 、基 本 的 に オ ー ス ト ラ リ ア の 授 業 は 、ほ と ん ど の 授 業 で 自 主 的 に 課 題 を 進 め て い

く と い う こ と で す 。日 本 で は 、先 生 か ら 問 題 の 解 き 方 な ど を 教 え て も ら い な が ら 進 め て

い く の で 、教 育 の 仕 方 の 違 い が あ る の だ な と 思 い ま し た 。そ し て 、先 生 と 生 徒 の 距 離 の

近 さ に も 驚 き ま し た 。休 み 時 間 に は 校 庭 に 行 き 、バ ス ケ の 審 判 を し て い た り 、生 徒 と 友

達 の よ う に 話 し な が ら 廊 下 を 歩 い て い た り し て い ま し た 。初 め は 戸 惑 い ま し た が 、フ レ

ン ド リ ー な 関 係 の 中 に も 信 頼 が あ る こ と が 分 か り ま し た 。日 本 で は「 先 生 ＝ 目 上 の 人 」

と い う 印 象 が 強 い で す が 、オ ー ス ト ラ リ ア で は「 先 生 と 生 徒 が 互 い に 尊 重 し あ う 」関 係

が 大 切 に さ れ て い る の だ な と 感 じ ま し た 。  

全 体 発 表 で は 、 日 本 や 白 石 市 に ま つ わ る ク

イ ズ を 出 し ま し た 。 み ん な が 楽 し ん で い た の

で 、 頑 張 っ て 準 備 し た 甲 斐 が あ っ た な と 思 い

ま し た 。  

そ の 後 、 日 本 人 墓 地 を 見 学 し に 行 き ま し た 。

日 本 人 墓 地 で は 、 多 く の 日 本 人 兵 が 眠 っ て い

ま し た 。 そ こ に い る 人 の ほ と ん ど は ま だ 名 前

が 分 か っ て い ま せ ん で し た 。 当 時 は 日 本 と オ

ー ス ト ラ リ ア と で 戦 争 状 態 に あ っ た わ け で す

▲ 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の 授 業 体 験  

▲ 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の 出 し 物 (茶 道 )発 表  
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が 、そ の 状 況 下 で も 現 地 の 人 が 日 本 人 の た め に も 墓 地 を 作 り 、そ れ が 現 代 ま で 全 く 同 じ

意 思 で 残 っ て い る こ と を 知 り 、 感 動 し ま し た 。  

ま た 、日 本 兵 の 捕 虜 た ち が 実 際 に 生 活 し て い た 、戦 争 捕 虜 収 容 所 を 見 学 し ま し た 。こ

の 場 所 は 、カ ウ ラ 事 件 と 呼 ば れ る 日 本 人 の 捕 虜 脱 走 事 件 が 起 き た 場 所 で す 。そ の 説 明 が

書 か れ て い る ボ ー ド を 読 み な が ら 敷 地 内 を 散 策 し ま し た 。捕 虜 収 容 所 か ら の 脱 走 は 、生

き 残 る 可 能 性 が と て も 低 い 、 命 が け の 脱 走 だ っ た こ と を 知 り 、 心 が 痛 み ま し た 。  

最 後 に 訪 問 し た キ ャ ン ベ ラ で は 、国 会 議 事 堂 や 戦 争 記 念 館 を 見 学 し 、日 本 と の 歴 史 的

な 関 わ り に つ い て も 学 び ま し た 。特 に 、戦 争 記 念 館 で は 、日 本 軍 の 快 進 撃 を 受 け 、オ ー

ス ト ラ リ ア 国 民 に 反 日 感 情 を あ お る ポ ス タ ー な ど の 展 示 を 見 た と き は 、 オ ー ス ト ラ リ

ア が 今 の よ う に 親 日 国 に な る ま で に 、長 い 時 間 と 歴 史 、そ し て い ろ い ろ な 思 い と 努 力 が

あ っ た こ と を 知 り 、 心 が 引 き 締 ま る 思 い で し た 。  

ま た 、 隣 接 さ れ て い る 広 場 の 奥 に あ っ た お 堂

に は 、 戦 争 に よ っ て ヨ ー ロ ッ パ で 亡 く な っ て し

ま っ た 名 前 の 分 か ら な い 兵 士 た ち が 埋 葬 さ れ て

い ま し た 。そ し て 左 右 に は 、こ れ ま で に オ ー ス ト

ラ リ ア が 参 戦 し た 戦 争 で 亡 く な っ て し ま っ た 10

万 人 を 超 え る オ ー ス ト ラ リ ア 兵 た ち の 名 前 が 刻

ま れ て い る 石 板 が あ り ま し た 。そ し て 正 面 に は 、

世 界 の 平 和 を 願 い 続 け 、 燃 え 続 け る 炎 が あ り ま

し た 。今 ま で は 、日 本 側 の 視 点 で し か 見 て い な か

っ た 戦 争 を 、 当 時 敵 で あ っ た オ ー ス ト ラ リ ア の

視 点 で 見 る こ と で 、命 の 尊 さ 、戦 争 の 残 酷 さ を ま ざ ま ざ と 感 じ る と と も に 、二 度 と 同 じ

過 ち を 繰 り 返 し て は い け な い と い う 思 い が 強 く な り ま し た 。  

今 回 の 事 業 を 終 え て 、私 は 日 本 と オ ー ス ト ラ リ ア の 関 係 が 今 と て も 良 好 な の は 、先 人

の 方 た ち が 努 力 し た 結 果 だ っ た と い う こ と 、 文 化 が 異 な っ て い て も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を と る こ と で 、 そ の 文 化 に つ い て も 深 く 知 る こ と が で き る と い う こ と が 分 か り ま し

た 。ま た 、英 語 は 文 化 の 違 い と い う 壁 を 越 え て つ な が る こ と が で き る 、大 切 な 手 段 の 一

つ な の だ な と 改 め て 思 い ま し た 。  

最 後 に 、こ の 事 業 を 支 え て く だ さ っ た 先 生 方 や 白 石 市 の 職 員 の 皆 様 、現 地 で お 世 話 に

な っ た ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 、そ し て 私 を 送 り 出 し て く れ た 家 族 に 心 か ら 感 謝 し て い ま す 。

こ の １ ０ 日 間 の 経 験 は 、私 に と っ て 一 生 忘 れ ら れ な い 大 切 な 思 い 出 に な り ま し た 。こ れ

か ら も こ の 経 験 を 生 か し 、 も っ と 広 い 世 界 に 目 を 向 け て 、 成 長 し て い き た い で す 。  

 

 

 

 

 

 

▲ キ ャ ン ベ ラ の 戦 争 記 念 館 に て  
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「 オ ー ス ト ラ リ ア 派 遣 事 業 の 振 り 返 り 」  

白 石 中 学 校  ２ 年  髙 橋  史 桜  

私 は 、令 和 ７ 年 度 オ ー ス ト ラ リ ア 友 好 親 善 訪 問 団 派 遣 事 業 で 、自 己 主 張 の 大 切 さ と 価

値 観 の 差 や 生 活 の 差 が あ っ て も 受 け 入 れ 、 尊 重 し 合 う こ と が 大 切 で あ る と い う こ と を

と て も 深 く 学 ぶ こ と が で き ま し た 。  

ま ず 、オ ー ス ト ラ リ ア に 到 着 し て 、ト イ レ 休

憩 か ら 始 め ま し た 。オ ー ス ト ラ リ ア で は ト イ レ

マ ー ク が 日 本 と 違 っ て い ま し た 。ま た 、シ ド ニ

ー で は ２ 種 類 の 横 断 歩 道 が あ り 、１ つ は 二 本 線

で 日 本 と 同 じ く 信 号 機 が あ り 、青 の 時 だ け 渡 れ

る も の 、も う １ つ は 縞 々 線 で 信 号 機 が 無 く 、歩

行 者 優 先 の も の が あ り ま し た 。大 ま か な デ ザ イ

ン や 公 共 の 仕 組 み は 世 界 共 通 だ と 思 っ て い た

部 分 が 、実 は 各 国 そ れ ぞ れ オ リ ジ ナ ル で 工 夫 し て い る の だ な と 思 い ま し た 。シ ド ニ ー の

横 断 歩 道 に 信 号 機 が 無 い の は 、オ ー ス ト ラ リ ア の 人 々 は 日 本 人 と 違 い 、行 動 が は っ き り

し て い る た め だ と 考 え ま し た 。  

次 に 、私 生 活 に お い て の 日 本 と の 違 い で す 。私 が 一 番 衝 撃 を 受 け た 部 分 で し た 。な ぜ

な ら 、オ ー ス ト ラ リ ア の 人 々 は 常 に カ ン ガ ル ー と 近 い 生 活 を 送 っ て い る か ら で す 。バ ス

や 一 般 的 に 乗 ら れ て い る 車 に は 、 前 に カ ン ガ ル ー が 当 た っ て も 被 害 を 最 小 限 に 抑 え る

た め に 、「 カ ン ガ ル ー バ ー 」と い う も の を つ け て い ま し た 。ガ イ ド の 方 に よ る と 、カ ン

ガ ル ー バ ー 無 し で カ ン ガ ル ー に 当 た る と 、 カ ン ガ ル ー と 車 の ど ち ら も 飛 ん で し ま う そ

う で す 。 他 に も 、 オ ー ス ト ラ リ ア は 羊 毛 の 生 産 が 非 常 に

多 い 国 な の で す が 、 私 た ち が 見 学 に 行 っ た 場 所 に は た く

さ ん の 羊 が い て 、 と て も 広 大 な 草 原 を 使 っ て 羊 を 飼 っ て

い ま し た 。 そ の 場 所 の 所 有 地 面 積 の 区 切 り 方 は 大 胆 で 、

木 で 敷 地 を 囲 っ て 示 し て い ま し た 。 こ の よ う な 方 法 は 、

カ ウ ラ で は 少 な く な い よ う で 驚 き ま し た 。 ま た 、 オ ー ス

ト ラ リ ア で は フ ッ ト ボ ー ル が 人 気 で 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー

が 練 習 に 行 っ た 時 に 連 れ て 行 っ て も ら い 、挑 戦 し ま し た 。

私 は あ ま り 高 く ま で 飛 ば す こ と が で き な か っ た の で す が 、

オ ー ス ト ラ リ ア の 人 た ち は 日 本 の 家 よ り 高 く 飛 ば し て い

ま し た 。  

聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の 出 来 事 で す 。 聖 ラ フ ァ エ ル 校 の 生 徒 た ち は 手 を 振 る と 笑 顔 で 返

し て く れ て 、日 本 人 の 感 覚 で よ く あ る「 私 に 振 っ た の か な 。」と い う 躊 躇 も な く 返 し て

く れ ま し た 。授 業 は す べ て 移 動 す る 授 業 で し た 。私 は 最 初 、オ ー ス ト ラ リ ア 人 は 時 間 に

と て も ル ー ズ だ と 思 っ て い た の で す が 、授 業 が 終 わ っ た あ と す ぐ に 移 動 を し て 、時 間 感

覚 が し っ か り し て い る こ と に 気 づ き ま し た 。席 は 基 本 的 に 自 由 で 、先 生 も 堅 苦 し く な く

教 え る ス タ イ ル で 、 生 徒 の み ん な が 授 業 を 受 け や す そ う な 印 象 で し た 。 ク イ ズ 発 表 で

▲ 子 羊 を 抱 っ こ す る 体 験  

▲ 事 前 研 修 会 の 語 学 演 習 に て  
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は 、 本 番 前 は 最 悪 な 結 果 に な る と 思 っ て い た の で す が 、 実 際 は 皆 楽 し そ う に し て く れ

て 、 嫌 な 結 果 に な る と は 限 ら な い と い う こ と に 気 づ け ま し た 。  

最 後 に 、 日 本 と オ ー ス ト ラ リ ア の 捕 虜 の 事 件

で す 。 日 本 人 の ワ ガ マ マ に ず っ と 応 え て く れ て

い た オ ー ス ト ラ リ ア で す が 、 日 本 人 が 今 ま で 何

不 自 由 な く 生 活 し て い た に も 関 わ ら ず 脱 走 。 死

ん で し ま っ た 日 本 人 を オ ー ス ト ラ リ ア は そ の 後

も 意 思 を 受 け 継 ぐ た め 、 カ ウ ラ 脱 走 事 件 を 伝 え

る 場 所 が た く さ ん あ り ま し た 。 話 を じ っ く り 聞

い て 、こ の 事 件 は 忘 れ ら れ て は い け な い と 思 い 、

日 本 で も 受 け 継 ぐ べ き 内 容 だ と 思 い ま し た 。  

感 想 文 で は 表 し き れ な い ほ ど 楽 し く 、 学 び の

多 か っ た １ ０ 日 間 。こ の 出 来 事 は こ れ か ら 活 か せ る こ と が た く さ ん あ り 、充 実 し た 事 業

に す る こ と が で き ま し た 。 身 近 な 人 だ け で も 、 こ の 学 び を 伝 え て い き た い で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ カ ウ ラ の 日 本 人 戦 没 者 墓 地 に て  
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「 オ ー ス ト ラ リ ア で の 貴 重 な 体 験 と 学 び 」  

白 石 中 学 校  ２ 年  照 井  緋 寧  

私 が オ ー ス ト ラ リ ア 派 遣 事 業 に 応 募 し た 理 由 は 、 現 地 で 英 語 を 使 う こ と で 自 分 の 英

語 力 を さ ら に 高 め た い と 考 え た か ら で す 。こ の 派 遣 事 業 に 興 味 を 持 っ た き っ か け は 、小

学 ５ 年 生 の と き に 白 石 市 の 広 報 で 、 そ の 年 に オ ー ス ト ラ リ ア に 行 っ た 方 の 紹 介 を 見 た

こ と で し た 。 そ の 記 事 を 読 ん で 「 私 も い つ か 行 っ て み た い 、 こ ん な ふ う に な り た い 。」

と 思 い 、オ ー ス ト ラ リ ア に 行 く こ と が 夢 に な り ま し た 。そ れ か ら 、「 オ ー ス ト ラ リ ア に

行 く た め に は 何 が 必 要 だ ろ う 。」と 考 え 、ま ず は 英 語 力 を 高 め る こ と に 力 を 入 れ ま し た 。

当 時 の 小 学 校 の 外 国 語 の 授 業 で は 学 べ る 内 容 に 限 り が あ っ た た め 、 自 分 で 英 語 検 定 に

挑 戦 す る こ と に 決 め ま し た 。そ う し て ４ 年 間 、英 語 の 勉 強 を 続 け て き た 結 果 、今 回 こ の

派 遣 事 業 に 参 加 で き る こ と に な り 、 本 当 に 嬉 し く 思 い ま し た 。  

事 前 研 修 会 で は 、各 学 校 の Ａ Ｌ Ｔ の 先 生 方

が 集 ま り 、オ ー ス ト ラ リ ア で 使 う で あ ろ う 英

会 話 を 一 緒 に 練 習 し ま し た 。Ａ Ｌ Ｔ の 先 生 方

は 、や さ し く 丁 寧 に 正 し い 発 音 や 、よ り 伝 わ

り や す い 文 法 、さ ら に 会 話 中 に 使 え る ジ ェ ス

チ ャ ー な ど も 教 え て く だ さ い ま し た 。  

実 際 に オ ー ス ト ラ リ ア へ 行 っ て 驚 い た こ

と は 、す れ 違 う 人 が み ん な 笑 顔 で 挨 拶 を し て

く れ た こ と で す 。ま た 、お 店 で レ ジ に 並 ん で

い る と き に も 店 員 さ ん が 気 さ く に 話 し か け て く れ て 、 初 め て の 外 国 の 通 貨 に 少 し 戸 惑

い ま し た が 、 そ の お か げ で 緊 張 が 和 ら ぎ 、 安 心 し て 買 い 物 を す る こ と が で き ま し た 。  

学 校 体 験 で は 、 た く さ ん の 驚 き が あ り ま し た 。 中 で も 特 に 印 象 に 残 っ て い る 3 つ の

こ と を 紹 介 し た い と 思 い ま す 。  

１ つ 目 は 、先 生 と 生 徒 の 関 係 が と て も 近 く 、フ

レ ン ド リ ー だ っ た こ と で す 。 私 が そ う 感 じ た の

は 、目 の 前 で 先 生 と 生 徒 が 冗 談 を 言 い 合 い 、笑 い

な が ら 自 然 に 会 話 を し て い る 場 面 を 何 度 も 見 た

か ら で す 。日 本 で は「 親 し き 仲 に も 礼 儀 あ り 」や

「 亀 の 甲 よ り 年 の 功 」 と い っ た 言 葉 に 表 さ れ る

よ う に 、 年 上 の 方 や 先 生 に は 敬 意 を 払 う こ と が

当 た り 前 と さ れ て い て 、 先 生 と 生 徒 が こ こ ま で

打 ち 解 け て い る 様 子 は あ ま り 見 ら れ ま せ ん 。そ の

▲ 学 校 で 一 緒 に カ ー ド ゲ ー ム  

▲ ボ ン フ ァ イ ヤ ー で ホ ス ト シ ス タ ー と  
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た め 、 オ ー ス ト ラ リ ア の 学 校 の 雰 囲 気 が と て も 新 鮮 に 感 じ ら れ ま し た 。  

２ つ 目 は 、生 徒 た ち が 教 室 内 を 自 由 に 立 ち 歩 い て い る こ と で す 。日 本 の 学 校 で は 、基

本 的 に 先 生 の 許 可 が な い と 席 を 立 っ て は い け ま せ ん が 、 オ ー ス ト ラ リ ア で は 違 い ま し

た 。分 か ら な い こ と が あ る と 、生 徒 は 自 由 に 席 を 立 っ て 友 達 に 質 問 し に 行 く な ど 、学 び

に 対 し て と て も 自 主 的 で 積 極 的 な 姿 勢 が 見 ら れ ま し た 。こ う し た 柔 軟 な 学 習 環 境 が 、生

徒 の 主 体 性 を 育 て て い る の だ と 感 じ ま し た 。  

３ つ 目 は 、私 た ち の つ た な い 英 語 を と て も 丁 寧 に 聞 き 取 っ て く れ た こ と で す 。ホ ス ト

フ ァ ミ リ ー や 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で 出 会 っ た 友 達 に 質 問 を し た と き 、「 あ な た が 言 い た い の

は こ う い う こ と ？ 」と 確 認 し な が ら 、正 し い 英 語 の 表 現 に 直 し て 教 え て く れ ま し た 。ま

た 、う ま く 単 語 が 出 て こ な く て 言 い た い こ と が 伝 え ら れ な い と き に は 、私 が 身 振 り や 知

っ て い る 単 語 を 使 っ て 伝 え よ う と す る と 、「 そ の 時 は こ う 言 う と も っ と 伝 わ る よ 。」と 親

切 に 教 え て く れ て 、と て も 助 け ら れ ま し た 。相 手 の 話 を し っ か り 聞 こ う と す る 姿 勢 と 、

間 違 い を 責 め る の で は な く 優 し く サ ポ ー ト し て く れ る 雰 囲 気 に 、温 か さ を 感 じ ま し た 。 

こ れ ら の 体 験 を 通 じ て 、オ ー ス ト ラ リ ア の

学 校 や 文 化 、人 々 の 温 か さ に 触 れ る こ と が で

き 、私 に と っ て 非 常 に 貴 重 な 時 間 と な り ま し

た 。 言 葉 の 壁 を 感 じ る こ と も あ り ま し た が 、

そ の 中 で の 学 び や 成 長 が 自 信 に つ な が り 、さ

ら に 英 語 力 を 伸 ば し た い と い う 気 持 ち が 強

く な り ま し た 。ま た 、異 な る 文 化 や 価 値 観 を

尊 重 す る 大 切 さ も 実 感 し ま し た 。こ の 経 験 を

今 後 の 学 び や 人 生 に 生 か し 、さ ら に 自 分 を 成

長 さ せ て い き た い と 思 い ま す 。そ し て 、ま た い つ か オ ー ス ト ラ リ ア を 訪 れ 、今 回 の 経 験

を も っ と 深 め て い け た ら と 思 っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

▲ カ ウ ラ の 日 本 庭 園 に て  
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「 オ ー ス ト ラ リ ア で の 体 験 」  

白 石 中 学 校  ２ 年  半 沢  桜  

私 が オ ー ス ト ラ リ ア 派 遣 事 業 に 応 募 し た 理 由 は 、 海 外 と 日 本 の 文 化 の 違 い を 知 り た

か っ た か ら で す 。学 校 で の 過 ご し 方 や 建 物 の 造 り の 違 い な ど 、日 本 と ど の よ う な 違 い や

共 通 点 が あ る か が 気 に な っ て い ま し た 。ま た 、去 年 オ ー ス ト ラ リ ア の 人 た ち が 白 石 中 学

校 に 来 て 交 流 を し ま し た 。そ の と き は 、け ん 玉 や 折 り 紙 を し て と て も 楽 し か っ た の を 覚

え て い ま す 。 な の で 、 自 分 も 実 際 に 現 地 に 行 っ て 交 流 が し た い と 思 い ま し た 。  

事 前 研 修 会 で は 、４ 人 の ALT の 先 生 が 来 て

く れ て 、 様 々 な こ と を 勉 強 す る こ と が で き ま

し た 。 学 校 体 験 で 使 え そ う な 英 語 や 体 調 を 崩

し た と き に 使 え る 英 語 を 学 ぶ こ と が で き ま し

た 。Yes と No を は っ き り す る こ と 、自 信 を も

っ て 喋 る こ と な ど の ア ド バ イ ス も し て い た だ

き 、 英 語 で 会 話 を す る と き の 不 安 な こ と が ど

ん ど ん 減 っ て い き ま し た 。  

実 際 に オ ー ス ト ラ リ ア に 行 き 、 た く さ ん の

驚 き と 発 見 が あ り ま し た 。最 初 に 驚 い た こ と は 、知 ら な い 人 で も す れ 違 っ た ら 笑 顔 で 挨

拶 を し て く れ る こ と で す 。日 本 に は な い 文 化 で 、誰 で も 挨 拶 を す れ ば 返 っ て く る こ と が

嬉 し か っ た で す 。お 店 の レ ジ で も 店 員 さ ん が た く さ ん 話 し て く れ ま し た 。自 分 で 質 問 に

答 え ら れ た と き は 達 成 感 が あ り ま し た 。  

学 校 体 験 で は 、い ろ い ろ な 教 科 の 授 業 を 受

け ま し た 。バ レ ー ボ ー ル を し た と き は 、海 外

の ネ ッ ト の 高 さ や ボ ー ル の 大 き さ に 驚 き ま

し た 。最 初 の サ ー ブ が 上 手 く 打 て な く て も 責

め た り せ ず 、上 手 く 打 て る 方 法 を 教 え て く れ

た り 手 助 け を し て く れ た り し ま し た 。な の で 、

と て も 楽 し む こ と が で き ま し た 。ホ ス ト フ ァ

ミ リ ー の 家 で は ゲ ー ム や ビ リ ヤ ー ド を し ま

し た 。 一 緒 に お 菓 子 作 り も し ま し た 。 ま た 、

行 き た い 場 所 を 伝 え た ら 連 れ て 行 っ て く れ ま し た 。 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の あ た た か さ を

た く さ ん 感 じ ら れ ま し た 。  

日 本 や 白 石 市 の 紹 介 を す る と き は み ん な に 楽 し ん で も ら え る か 不 安 で し た が 、 ク イ

ズ も 出 し 物 発 表 も 楽 し そ う に 参 加 し て く れ て い た の で 嬉 し か っ た で す 。ク イ ズ で は 、大

▲ 出 し 物 (茶 道 )発 表 を 事 前 研 修 会 で 練 習  

▲聖ラファエル校の生徒とコミュニケーション 
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き く 〇✕の ポ ー ズ を し て く れ た り 、 正 解 し た と き や 間 違 っ た と き は リ ア ク シ ョ ン を し

て く れ た り し ま し た 。出 し 物 発 表 は 、た く さ ん の 生 徒 が 来 て く れ て 、お 茶 や お 菓 子 を 楽

し ん で く れ ま し た 。 海 外 で 日 本 の 文 化 を 披 露 す る と い う 経 験 が で き て よ か っ た で す 。  

私 は 、オ ー ス ト ラ リ ア 人 の あ た た か さ や 優

し さ を 感 じ る こ と が で き ま し た 。自 分 が 英 語

を 聞 き 取 れ な か っ た り 話 せ な か っ た り し て

も 、翻 訳 機 を 使 っ て く れ て 頑 張 っ て 理 解 し よ

う と し て く れ ま し た 。初 め は 不 安 や 緊 張 が あ

り ま し た が 、ど ん ど ん 減 っ て い き 、最 後 の ほ

う で は 英 語 が 上 手 に 話 せ な く て も 楽 し む こ

と が で き ま し た 。ま た 、実 際 に 海 外 の 人 と 会

話 を し た こ と に よ り 、自 分 の 英 語 力 が 分 か り

ま し た 。話 し て み る と 、焦 り な ど で 思 っ て い

た よ り も 話 せ ま せ ん で し た 。自 分 の 現 状 が 分 か っ た の で 、こ れ か ら 勉 強 を 頑 張 っ て い こ

う と 思 い ま し た 。  

今 回 の 経 験 で た く さ ん の こ と が 学 べ ま し た 。 日 本 と カ ウ ラ の 関 係 も 詳 し く 知 る こ と

が で き ま し た 。オ ー ス ト ラ リ ア で 学 ん だ こ と 、感 じ た こ と を 忘 れ ず に 周 り の 人 に 伝 え て

い き た い と 思 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ ボ ン フ ァ イ ヤ ー で ホ ス ト シ ス タ ー と  



- 21 - 

 

「 充 実 し た オ ー ス ト ラ リ ア 派 遣 事 業 」  

白 石 中 学 校  ２ 年  疋 田  晴 應  

今 回 の オ ー ス ト ラ リ ア 派 遣 事 業 に 参 加 し た き っ か け は 、自 分 の 目 で 世 界 を 見 て 、自 分

の 体 で 体 験 す る こ と の 価 値 を 感 じ た か ら で す 。イ ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ た り 、写 真 を 見 た

り す る だ け で は 得 ら れ な い 、本 物 の 経 験 を 通 し て 得 ら れ る 学 び を 求 め て い ま し た 。情 報

を 受 け 取 る だ け で は な く 、五 感 を フ ル に 使 っ て 自 分 自 身 で 感 じ る こ と の 大 切 さ を 、こ の

派 遣 事 業 を 通 し て 再 確 認 し た い と い う 思 い が あ り ま し た 。そ の た め 、初 め て の 海 外 渡 航

で 少 し 緊 張 も あ り ま し た が 、 こ の 機 会 を 掴 む こ と で 自 分 自 身 を 成 長 さ せ た い と 考 え ま

し た 。  

事 前 研 修 会 で は 、 Ａ Ｌ Ｔ の 先 生 と 会 話 練 習 を

行 い 、 自 分 の 英 語 力 を 向 上 さ せ る 努 力 を し ま し

た 。し か し 、そ の 過 程 で 、自 分 の 英 語 力 が ま だ ま

だ 不 足 し て い る こ と を 痛 感 し 、 不 安 な 気 持 ち が

生 ま れ た の も 事 実 で す 。「 本 当 に 現 地 で コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン が 取 れ る だ ろ う か 。」と い う 心 配 が あ

り 、研 修 会 期 間 中 も 少 し 不 安 に な り ま し た 。そ れ

で も 、事 前 研 修 会 で な ん と か 聞 き と っ た り 、復 習

し た り す る こ と を 頑 張 り ま し た 。  

オ ー ス ト ラ リ ア に 到 着 し て か ら は 、 や は り 最

初 は 不 安 も あ り ま し た 。し か し 、現 地 の 人 々 と 交 流 し て い く に つ れ て 安 心 感 が 出 て き ま

し た 。そ れ は 、現 地 の 人 々 の 温 か さ の お か げ で す 。言 葉 が ス ム ー ズ に 出 て こ な く て も 、

現 地 の 人 々 は 私 の 言 い た い こ と を 分 か ろ う と し て く れ ま し た 。そ の と き 、自 分 の 中 で 助

け 合 い の 精 神 が 安 心 感 に つ な が り ま し た 。ま た 、日 常 の 中 で 知 ら な い 人 が 気 軽 に「 Hello!」

と 声 を か け て く れ る そ の 親 し み や す さ に は 、本 当 に 心 が 温 か く な り ま し た 。何 気 な い や

り と り で し た が 、 そ れ が 私 に と っ て と て も 記 憶

に 残 っ て い て 、 こ の 国 全 体 が 優 し さ で 包 ま れ て

い る よ う に 感 じ ま し た 。    

特 に 印 象 的 だ っ た の は 、 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の

活 動 で す 。そ こ で 私 は 、日 本 や 白 石 市 に つ い て 紹

介 す る 場 面 が あ り ま し た 。ク イ ズ 発 表 で は 、聖 ラ

フ ァ エ ル 校 の 生 徒 の 皆 さ ん が 積 極 的 に 参 加 し て

く れ た こ と が と て も 嬉 し か っ た で す 。 私 の 説 明

が 伝 わ る か 不 安 で し た が 、生 徒 た ち が「 〇 」や「✖」

を 出 し て く れ た と き 、 私 の 話 が ち ゃ ん と 通 じ て

い る と い う 喜 び と 安 心 感 で い っ ぱ い に な り ま し た 。早 押 し ク イ ズ で は 、み ん な が 競 い 合

っ て ボ タ ン を 押 し 、 質 問 に 答 え て く れ る 姿 が 印 象 的 で 、 と て も 嬉 し か っ た で す 。  

こ の 事 業 で 得 ら れ た こ と は 、異 文 化 交 流 の 楽 し さ と 難 し さ で す 。文 化 や 言 語 の 違 い が

あ っ て も 、気 持 ち さ え あ れ ば 人 は 繋 が る こ と が で き る と い う こ と を 強 く 実 感 し ま し た 。

▲ 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の 授 業 体 験  

▲ 朝 ご は ん は 好 き な シ リ ア ル を  
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同 時 に 、オ ー ス ト ラ リ ア の 人 々 の「 Yes」「 No」

を は っ き り 伝 え る 姿 勢 を 見 習 っ て 、 私 も こ れ

か ら の 生 活 で 曖 昧 な 表 現 を 控 え 、 自 分 の 意 思

を し っ か り と 伝 え ら れ る よ う に な り た い と 思

い ま し た 。 さ ら に 、 こ の 経 験 を 他 の 人 々 と 共

有 す る こ と に も 力 を 入 れ て い き た い で す 。 特

に 、 学 校 の 後 輩 や 今 回 参 加 で き な か っ た 同 級

生 た ち に 、 私 が 経 験 し た こ と を 伝 え る こ と で

少 し で も 役 立 て る こ と が で き れ ば と 思 い ま

す 。 異 文 化 交 流 が ど れ ほ ど 貴 重 で 素 晴 ら し い

も の か を 知 っ て も ら う き っ か け に な れ れ ば 嬉 し い で す 。  

こ の 事 業 は 、た だ の 海 外 体 験 で は な く 、私 の 視 野 を 広 げ て 新 し い も の を 与 え て く れ る

貴 重 な 体 験 と な り ま し た 。こ れ か ら も 自 分 の 目 で 世 界 を 見 て 、自 分 の 体 で 学 び 続 け 、多

く の こ と を 学 ん で い き た い と 思 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲お世話になったツアーガイドのミディさんとお別れのハグ 
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「 オ ー ス ト ラ リ ア で の 思 い 出 」  

東 中 学 校  ２ 年  大 橋  陸 斗  

私 が 、こ の オ ー ス ト ラ リ ア 派 遣 事 業 に 応 募 し た き っ か け は 、文 化 祭 で 昨 年 度 オ ー ス ト

ラ リ ア に 行 っ た 先 輩 た ち の 発 表 を 見 て 私 も 行 っ て み た い と 感 じ た こ と と 、 改 め て 自 分

の 英 語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が ど の く ら い で き る か を 試 し て み た か っ た か ら で す 。 文

化 祭 で の オ ー ス ト ラ リ ア 派 遣 事 業 の 話 は 、 と て も 印 象 的 で 興 味 を 持 つ よ う に な っ た き

っ か け で し た 。ま た 、私 は 昔 か ら 外 国 の 文 化 や 歴 史 に 興 味 が あ っ た の で い つ か 外 国 に 行

っ て み た い と 思 っ て い ま し た 。  

今 年 の ３ 月 頃 に こ の 派 遣 事 業 の 応 募 の 話

が あ り 、私 は 応 募 し 、初 の 面 接 に 挑 む こ と に

な り ま し た 。そ し て 、学 校 の 放 課 後 の 時 間 に 、

結 果 を 渡 す の で 集 ま っ て ほ し い と 言 わ れ 、別

室 で 結 果 の 入 っ た 封 筒 を も ら い 家 に 帰 り 緊

張 し な が ら 開 け る と 、派 遣 メ ン バ ー に 選 ば れ

た こ と が 書 い て あ り 、す ご く 嬉 し か っ た の を

今 で も 覚 え て い ま す 。そ し て 、事 前 研 修 会 が

始 ま り 、語 学 演 習 や 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の 出 し

物 の 練 習 を し ま し た 。語 学 演 習 で は 、Ａ Ｌ Ｔ

の 先 生 と の 会 話 で な か な か 単 語 が 出 な か っ た り 、 出 し 物 の 書 道 の 練 習 で 筆 や 墨 の 使 い

方 の 説 明 や お 手 本 を 見 せ た り す る な ど 、少 し 大 変 だ っ た こ と も あ り ま し た 。し か し 、事

前 研 修 会 が 進 む ご と に オ ー ス ト ラ リ ア に 行 く 日 が 近 く な っ て い る こ と を 実 感 し て い く

よ う に な り 、少 し ず つ 自 然 に 笑 顔 で 楽 し く 英 会 話 が で き る よ う に な っ た り 、単 語 が 出 て

こ な く て も ジ ェ ス チ ャ ー を 交 え た り し て 説 明 が で き る よ う に な り ま し た 。  

結 団 式 が 終 わ り 、 い よ い よ 出 発 に な る と 少 し 緊 張 す る 気 持 ち も 出 て く る よ う に な り

ま し た が 、「 で き る こ と は 全 部 や っ た 、 大 丈

夫 ｡」と 自 分 に 言 い 聞 か せ 、勇 気 を 全 力 で 出 し 、

白 石 か ら 出 発 し ま し た 。そ し て 、羽 田 空 港 に

着 き 、最 初 は 初 め て 来 た 羽 田 空 港 が と て も 大

き く 驚 き ま し た が 、空 港 と 飛 行 機 か ら 見 え る

シ ド ニ ー の 街 を 見 た 時 の 驚 き の 方 が 大 き か

っ た で す 。そ れ か ら 、空 港 の 入 国 審 査 を 終 え

て 空 港 の 出 口 で 現 地 ガ イ ド の ミ デ ィ さ ん に

会 い 、シ ド ニ ー 市 内 の 見 学 で 動 物 園 や ダ ー リ

▲ 事 前 研 修 会 の 語 学 演 習 に て

 

▲ 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の 授 業 体 験  
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ン グ ハ ー バ ー か ら フ ェ リ ー に 乗 っ た り 、オ ペ ラ ハ ウ ス を 訪 れ た り な ど 、シ ド ニ ー を 満 喫

す る こ と が で き ま し た 。  

そ し て 、 翌 日 カ ウ ラ に 到 着 し 、 つ い に ホ ス ト ブ ラ ザ ー の レ イ ン 君 と 対 面 を し ま し た 。

初 め て 会 い 、お 互 い に 挨 拶 を 交 わ し た あ の 時 の 緊 張 は 今 で も は っ き り と 覚 え て い ま す 。

翌 日 か ら は 学 校 体 験 が 始 ま り 、ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 本 格 的 に 過 ご す よ う に も な り 、た く

さ ん の 思 い 出 を 作 る こ と が で き ま し た 。 そ の 中 で も 特 に 印 象 に 残 っ た こ と は ２ つ あ り

ま す 。１ つ 目 は 、初 め て ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 家 に 行 っ た 日 の こ と で す 。レ イ ン 君 の 家 は

と て も 大 き く 、ト イ レ に 行 く 時 に 少 し 迷 っ て し ま う ほ ど で し た 。そ の 日 は ビ リ ヤ ー ド や

卓 球 、ゲ ー ム を し た り 、夜 食 に ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 一 緒 に 楽 し く 話 し な が ら ピ ザ を 食 べ

た り な ど 、 と て も 楽 し い 時 間 を 過 ご す こ と が

で き ま し た 。２ つ 目 は 、ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と い

る 最 後 の 日 の こ と で す 。 私 は こ の 日 朝 か ら あ

と も う す ぐ で お 別 れ な の だ と い う 悲 し い 思 い

で い っ ぱ い で し た が 、 こ の 日 は ホ ス ト マ ザ ー

と ホ ス ト ブ ラ ザ ー と 一 緒 に ド ー ナ ツ 屋 さ ん に

行 っ て ド ー ナ ツ を 食 べ た り 、 も の す ご く 見 応

え の あ る ラ グ ビ ー の 試 合 を 観 な が ら 一 緒 に

「 Let’s go Cowra!」 と 応 援 し た り 、 私 が 日 本

か ら 持 っ て き た け ん 玉 や お 手 玉 、 紙 風 船 な ど の 日 本 の お も ち ゃ で 一 緒 に 遊 ん だ り し て

最 後 に た く さ ん 楽 し い 思 い 出 を 作 る こ と が で き ま し た 。  

今 回 の 経 験 を 踏 ま え て 、 今 後 英 語 の 勉 強 を も っ と 頑 張 っ て 英 検 に も 積 極 的 に 挑 戦 し

て 、 自 分 の 英 語 に 自 信 を 持 て る よ う に し て か ら も う 一 度 オ ー ス ト ラ リ ア に 行 っ て み た

い と 思 い ま し た 。ま た 、家 に 迎 え て と て も 優 し く し て く れ た ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん

や オ ー ス ト ラ リ ア に 行 く 準 備 な ど 協 力 し て く れ た 白 石 市 役 所 の 方 々 や 先 生 方 、 そ し て

一 番 近 く で 支 え て く れ た 家 族 に は 心 か ら 感 謝 し て い ま す 。 と て も 印 象 的 で 素 晴 ら し い

貴 重 な 体 験 を 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

 

 

 

▲ 最 後 に お 世 話 に な っ た ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 
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「 オ ー ス ト ラ リ ア 派 遣 事 業 を 終 え て 」  

東 中 学 校  ２ 年  渡 邊  晴  

こ の オ ー ス ト ラ リ ア の 派 遣 事 業 に 応 募 し た き っ か け は 、 2 つ あ り ま す 。 1 つ 目 は 、英

語 の 発 音 を ス ム ー ズ に し た か っ た か ら で す 。 ど う し て も 、 カ タ コ ト に な っ て し ま う の

で 、実 際 に 外 国 に 行 っ て 、た く さ ん 英 語 を 聞 い て 発 音 の 仕 方 を 学 ぼ う と 思 い ま し た 。 2

つ 目 は 、カ ウ ラ の 学 校 に 会 い た い 先 生 が い た か ら で す 。そ の 先 生 は 、私 が 小 学 6 年 生 の

時 に 、私 が 通 っ て い た 学 校 に 交 流 し に き て 、そ こ で た く さ ん 会 話 し て 、と て も い い 思 い

出 に な り ま し た 。そ し て 私 が 中 学 2 年 生 の と

き の 鬼 小 十 郎 ま つ り の 英 語 ボ ラ ン テ ィ ア を

し て い る と き に 、そ の 先 生 と ま た 再 会 す る こ

と が で き ま し た 。私 の こ と は も う 忘 れ て い る

と 思 い ま し た が 、そ の 先 生 は 覚 え て い て く れ

ま し た 。そ し て 、次 は 私 か ら 先 生 に 会 い に 行

け た ら い い な と 思 い 、こ の 派 遣 事 業 に 応 募 し

ま し た 。  

事 前 研 修 会 で は 、派 遣 生 徒 の ほ と ん ど が 白 石 中 学 校 の 人 で 緊 張 し て い ま し た が 、す ぐ

に 打 ち 解 け て 友 達 に な る こ と が で き ま し た 。語 学 演 習 で は 、Ａ Ｌ Ｔ の 先 生 た ち と 実 際 に

英 語 で 話 す 練 習 を し ま し た 。初 め の う ち は 聞 き 取 る の が 難 し か っ た り 、質 問 に 答 え ら れ

な か っ た り と 慣 れ ま せ ん で し た が 、 日 を 重 ね て い く に つ れ 質 問 に も 答 え ら れ る よ う に

な っ て い き ま し た 。  

オ ー ス ト ラ リ ア に 実 際 に 行 っ て み て の 感 想 は 、 た く さ ん あ る の で 分 類 分 け し て 話 そ

う と 思 い ま す 。ま ず 驚 い た こ と が 、初 対 面 の 人 で も 明 る く 挨 拶 を す る の が 当 た り 前 だ と

い う こ と で す 。町 を 歩 い て い る と き な ど 、す

れ 違 っ た 人 に 、「 Good day!」 や 、「 How are 

you?」な ど と 、た く さ ん 話 し か け て も ら い ま

し た 。 そ れ で 私 は と て も 心 が 温 ま り ま し た 。

次 に 驚 い た こ と が 、日 本 と オ ー ス ト ラ リ ア の

学 校 の 違 い で す 。私 が 行 っ た 聖 ラ フ ァ エ ル 校

で は 、生 徒 が 授 業 中 に 飴 な ど の お 菓 子 を 食 べ

て い た り 、立 ち 上 が っ て 友 達 と 話 し て い た り

と 、 か な り 自 由 な 印 象 で 、 日 本 の 授 業 と 全 く

異 な っ て い て 、私 は 面 食 ら い ま し た 。ま た 、生 徒 だ け で は な く 、先 生 も 椅 子 が あ る の に

机 に 座 る と い う 日 本 で は 到 底 考 え ら れ な い こ と を し て い ま し た 。 ク ラ ス の 雰 囲 気 は と

▲ 聖 ラ フ ァ エ ル 校 の 生 徒 と カ ー ド ゲ ー ム  

▲カウラの戦争捕虜収容所跡地の案内図を見て 
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て も 明 る く 、分 か ら な い と こ ろ が あ っ て も 聞 き や す い 環 境 で し た 。個 人 的 に は 静 か で 堅

苦 し い 日 本 の ク ラ ス よ り 、 明 る く 賑 や か な オ ー ス ト ラ リ ア の ク ラ ス の 方 が 居 心 地 良 か

っ た で す 。ま た 、ク ラ ス メ イ ト た ち も み ん な 優 し く 、積 極 的 に 話 し か け て く れ て 、す ぐ

に 打 ち 解 け る こ と が で き ま し た 。次 に オ ー ス ト ラ リ ア の 自 然 に つ い て で す 。オ ー ス ト ラ

リ ア の カ ウ ラ は 静 か な 町 で 、自 然 が た く さ ん あ り ま し た 。道 路 の 脇 に は 草 原 の よ う な 果

て の な い 空 間 が あ り ま し た 。そ こ で は 、馬 や 牛 や 羊 が 放 牧 さ れ て い て 、草 を 食 べ て い ま

し た 。ま た 、森 の 方 で は カ ン ガ ル ー も 見 か け ま し た 。と て も 大 き く 、も の す ご く 速 い ス

ピ ー ド で 飛 び 跳 ね て い ま し た 。カ ン ガ ル ー と 車 の 衝 突 事 故 は 、オ ー ス ト ラ リ ア で は か な

り あ る こ と だ そ う で 、 私 も ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 出 か け た 時 に 1 頭 轢 か れ て い る の を 見

ま し た 。 あ ん な に 大 き な カ ン ガ ル ー が 車 と 衝 突 し た ら ひ と た ま り も な い な と 思 い ま し

た 。次 は 、日 本 兵 集 団 脱 走 事 件 に つ い て で す 。オ ー ス ト ラ リ ア に 行 く 前 に 事 前 に 少 し 話

は 聞 い て い ま し た が 、 オ ー ス ト ラ リ ア に 行 っ て 実 際 の 詳 し い 話 を 聞 く こ と が で き ま し

た 。実 際 に 日 本 兵 が 収 容 さ れ て い た 場 所 に 行 っ た り 、話 を 聞 い た り し て 、悲 惨 な こ と が

あ っ た こ と を 知 り ま し た 。こ の こ と は 、教 科 書 に も 乗 っ て い な い し 、授 業 で 教 え て も ら

う こ と も な い と 思 う の で 、 自 分 か ら こ の よ う な こ と が あ っ た と い う こ と を 発 信 し て い

き た い と 思 い ま し た 。最 後 に 、ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 方 た ち と 過 ご し た こ と で す 。私 は 乳

製 品 の ア レ ル ギ ー を 持 っ て い る の で す が 、ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 方 々 が 食 事 の 際 に 、と て

も 気 を つ か っ て く だ さ り 、安 心 し て 食 事 を 楽 し む こ と が で き ま し た 。ま た 、ラ ク ダ に 餌

を あ げ た り 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 親 戚 の 方 が 営 ん で い る 牧 場 で 馬 と 戯 れ た り と 日 本 で

は あ ま り で き な い 一 生 の 思 い 出 に な る 貴 重 な 体 験 を さ せ て も ら い ま し た 。  

オ ー ス ト ラ リ ア で 一 番 よ く 分 か っ た こ と

は 、英 語 が う ま く 伝 わ ら な く て も 、ジ ェ ス チ

ャ ー や 単 語 の 羅 列 を 作 る だ け で も 、 会 話 は

一 応 で き る と い う こ と で す 。し か し 、会 話 に

必 要 な 単 語 な ど 、 文 法 が 分 か っ た 方 が 断 然

会 話 が 弾 む の で 、 こ れ か ら は も っ と 英 語 の

勉 強 に 力 を 入 れ て い き た い で す 。そ し て 、カ

ウ ラ で の 日 本 人 脱 走 や 、 日 本 と は 違 う オ ー

ス ト ラ リ ア の ク ラ ス な ど 、 オ ー ス ト ラ リ ア

で 学 ん だ 貴 重 な 体 験 を 今 後 い ろ ん な 人 に 話 し て い き た い で す 。 ま た 私 の よ う に ア レ ル

ギ ー や な に か ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ が あ る 人 で も 諦 め ず に こ の よ う な こ と に 挑 戦 し て い っ

て ほ し い と 思 い ま し た 。  

 

▲ 最 後 に ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 記 念 写 真  
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「 異 文 化 と 歴 史 に 触 れ た オ ー ス ト ラ リ ア 訪 問 」  

オ ー ス ト ラ リ ア 友 好 親 善 訪 問 団  団 長  小 室  悦 子  

令 和 ７ 年 度 オ ー ス ト ラ リ ア 友 好 親 善 訪 問

団 は 、７ 月 ２ ８ 日 か ら ８ 月 ６ 日 ま で の １ ０ 日

間 の 日 程 で 訪 問 し て 参 り ま し た 。初 め て 全 員

で 顔 を 合 わ せ た と き は 不 安 そ う な 表 情 も 見

ら れ ま し た が 、事 前 研 修 会 や 結 団 式 、１ ０ 日

間 の 海 外 生 活 で ど れ だ け 変 わ れ る の か 頼 も

し く も 思 え ま し た 。今 年 か ら ホ ー ム ス テ イ が

で き な く な っ た た め 、ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の お

宅 を 訪 問 す る ホ ー ム ビ ジ ッ ト に な り ま し た

が 、 聖 ラ フ ァ エ ル 校 で の 授 業 体 験 や 校 外 学

習 、学 校 で の 日 本 と 白 石 の 紹 介 な ど 、自 分 た ち の 英 語 力 を 試 せ る 機 会 は た く さ ん あ り ま

し た 。  

約 ９ 時 間 の フ ラ イ ト を 終 え た 私 た ち を 、 シ ド ニ ー 空 港 で は 現 地 ツ ア ー ガ イ ド の ミ デ  

ィ さ ん が 赤 い 服 を 着 て 待 ち 構 え て い て く れ ま し た 。 ミ デ ィ さ ん は 約 １ 時 間 前 か ら 待 機

し て い ま し た が 、 こ の 待 ち 時 間 も 想 定 内 だ よ ！ と 快 く 受 け 入 れ て く れ ま し た 。  

今 回 訪 問 し た カ ウ ラ 市 は オ ー ス ト ラ リ ア の ニ ュ ー サ

ウ ス ウ ェ ー ル ズ 州 に あ り 、シ ド ニ ー か ら ３ ２ ０ キ ロ 、車

で 約 ５ 時 間 の と こ ろ に 位 置 し て お り ま す 。 カ ウ ラ へ 向

か う 日 は 、朝 か ら あ い に く の 雨 で 霧 も 濃 か っ た た め 、ブ

ル ー マ ウ ン テ ン ズ 国 立 公 園 へ 行 く こ と は で き ま せ ん で

し た 。し か し 、雨 の 中 で も 都 会 の 風 景 か ら 広 大 な 自 然 豊

か な 風 景 に 変 わ っ て い く 素 晴 ら し さ を 体 験 す る こ と が

で き ま し た 。 約 ５ 時 間 の バ ス 移 動 で し た が 体 調 を 崩 す

子 も い な く 、聖 ラ フ ァ エ ル 校 に 到 着 し ま し た 。ホ ス ト バ

デ ィ た ち が 私 た ち の 到 着 を 待 っ て い て 、緊 張 の ご 対 面 で す 。緊 張 し な が ら も 握 手 を 交 わ

し 、笑 顔 で 記 念 撮 影 を し ま し た 。こ の 日 は 対 面 の み で こ こ で お 別 れ と な っ た の で 、明 日

か ら の 活 動 が よ り 楽 し み に な っ た こ と と 思 い ま す 。  

そ し て い よ い よ 授 業 体 験 の 日 。雲 ひ と つ な い 青 空 の も と 、初 登 校 で す 。学 校 ま で は 歩

い て １ ５ 分 く ら い の 距 離 で す が 、結 構 な 坂 道 が あ り 朝 か ら 良 い 運 動 に な り ま し た 。カ ウ

ラ 滞 在 時 の 朝 食 は す べ て 学 校 で 食 べ さ せ て い た だ き ま し た 。 こ れ ら は す べ て 学 校 が 善

意 で 用 意 し て く だ さ っ た も の で 、本 当 に 有 難 く い た だ き ま し た 。８ 名 の 生 徒 た ち は 、そ

▲ 結 団 式 で 引 率 と し て の 決 意 を 表 明  

▲カウラにある平和の鐘を鳴らす 
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れ ぞ れ ホ ス ト バ デ ィ と 一 緒 に 授 業 を 受 け ま し た 。 生 の 英 会

話 に 圧 倒 さ れ つ つ も 、 オ ー ス ト ラ リ ア で は ど の よ う に 授 業

を 受 け て い る の か を 体 験 し ま し た 。 日 本 と の 違 い を 体 験

し 、 驚 き の 連 発 だ っ た の で は な い で し ょ う か 。 聖 ラ フ ァ エ

ル 校 に は 日 本 語 の 教 室 も あ り 、そ こ に は ひ ら が な や 日 本 語

で 書 い た 時 間 割 表 が 掲 示 さ れ て い た り 、過 去 に 白 石 市 か ら

贈 っ た め ん こ 印 も 置 い て あ っ た り し ま し た 。  

聖 ラ フ ァ エ ル 校 体 験 ２ 日 目 、 み ん な で 練 習 を 重 ね た 全 体

発 表 と 班 活 動 の 日 で す 。 全 体 発 表 で は 、 何 度 も 練 習 を 重 ね

た 日 本 と 白 石 市 の ク イ ズ を 出 題 し ま し た 。 自 分 た ち の 英 語

が 伝 わ る の か 、 理 解 し て も ら え る の か と い う 不 安 が あ り ま

し た が 、聖 ラ フ ァ エ ル 校 の 生 徒 は も ち ろ ん 先 生 方 も 一 緒 に 楽 し ん で く れ て 、子 ど も た ち

は 自 分 た ち の 話 す 英 語 で 伝 え ら れ る 喜 び を 実 感 で き た と 思 い ま す 。 こ の 後 の 班 活 動 で

は 茶 道・書 道 を 発 表 し 、「 Bitter」と お 茶 を 飲 む 生 徒 や 、自 分 の 名 前 を 片 仮 名 で 書 い て 喜

ん で い た 生 徒 な ど 、 来 て く れ た 生 徒 の 皆 さ ん に 笑 顔 で 楽 し ん で も ら い な が ら 日 本 の 文

化 を 伝 え る こ と が で き ま し た 。  

カ ウ ラ に は 戦 争 捕 虜 収 容 所 跡 地 が あ り ま

す 。こ こ で は 、１ ９ ４ ４ 年 第 二 次 世 界 大 戦 中

に 日 本 兵 捕 虜 に よ る 集 団 脱 走 事 件 が 起 き 、２

３ １ 人 の 日 本 兵 と ４ 人 の オ ー ス ト ラ リ ア 兵

が 死 亡 し て い ま す 。こ の 事 件 は「 カ ウ ラ 事 件 」

と 呼 ば れ 、戦 争 の 悲 劇 の 一 つ と さ れ て い ま す 。

戦 後 、カ ウ ラ で は 日 本 人 戦 没 者 墓 地 が 設 け ら

れ 、日 本 庭 園 な ど も 造 ら れ 、和 解 と 友 好 の 象

徴 の 町 と 知 ら れ る よ う に な り ま し た 。し か し 、

日 本 で は 学 校 教 育 で も ほ と ん ど 扱 わ れ て お ら ず 、ま た 、原 爆 や ほ か の 大 き な 戦 争 被 害 の

影 に 隠 れ 、こ の 事 件 は あ ま り 知 ら れ て い な い の が 現 実 で す 。カ ウ ラ 事 件 は 過 去 の 悲 劇 だ

け で な く 、平 和 へ の 努 力 の 象 徴 で も あ り ま す 。実 際 に 収 容 所 跡 地 や 戦 争 墓 地 、平 和 の 鐘

を 見 学 し て 、日 本 で も も っ と 多 く の 方 々 に 知 っ て い た だ く 歴 史 だ と 改 め て 感 じ ま し た 。 

生 徒 た ち は こ の オ ー ス ト ラ リ ア 訪 問 を 通 し て 、自 分 の 英 語 が 通 じ た 時 の 喜 び 、伝 わ ら

な か っ た 時 の 悔 し さ 、ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 温 か さ 、カ ウ ラ の 人 々 の 優 し さ 、伝 え る こ と

の 大 切 さ な ど た く さ ん の こ と を 学 ん だ と 思 い ま す 。今 後 は よ り 英 語 力 を 磨 き 、世 界 を 羽

ば た い て い く こ と で し ょ う 。可 能 性 は 無 限 大 で す 。小 さ な 世 界 に 留 ま ら ず 、色 ん な 事 に

挑 戦 し て 人 生 を 謳 歌 し て ほ し い で す 。  

▲ キ ャ ン ベ ラ の 夜 明 け 前  

▲ 戦 争 捕 虜 収 容 所 の 様 子 が 描 か れ て い る  
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今 回 、こ の よ う な 貴 重 な 機 会 を 与 え て い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。私 自 身 も オ

ー ス ト ラ リ ア の 広 大 な 自 然 に 触 れ 、 日 本 と の 流 れ る 時 間 の 違 い や 文 化 の 違 い を 改 め て

体 験 す る こ と が で き ま し た 。 共 に 訪 問 し た 副 団 長 の 大 宮 先 生 が 居 て く れ た こ と が と て

も 心 強 か っ た で す 。そ し て 、生 徒 た ち を い つ も 温 か く 見 守 っ て く れ た 現 地 ガ イ ド の ミ デ

ィ さ ん 、朝 早 く か ら 私 た ち と 行 動 を 共 に し て

く れ た タ マ サ 先 生 、生 徒 た ち を 温 か く 受 け 入

れ て く れ た 聖 ラ フ ァ エ ル 校 の み な さ ん 、 ま

た 、１ ０ 日 間 の 不 在 を 快 く 送 り 出 し て く れ た

議 会 事 務 局 の み な さ ん 、出 発 前 の 下 準 備 か ら

細 々 な 手 配 ま で し て く れ た ま ち づ く り 推 進

課 担 当 者 の 方 々 に 深 く 感 謝 い た し ま す 。あ り

が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 副 団 長 (右 )、 ミ デ ィ 中 嶋 氏 (左 )と  
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「 生 徒 た ち と 共 に 学 ん だ １ ０ 日 間  

― オ ー ス ト ラ リ ア 友 好 親 善 訪 問 団 派 遣 を 終 え て ― 」  

オ ー ス ト ラ リ ア 友 好 親 善 訪 問 団  副 団 長  大 宮  葉 子  

こ の 度 は 、オ ー ス ト ラ リ ア 友 好 親 善 訪

問 団 の 副 団 長 と い う 大 切 な 役 割 を い た

だ き 、貴 重 な 経 験 を さ せ て い た だ き ま し

た こ と に 、心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。海

外 で の 活 動 は 、国 内 と は 違 い 予 想 外 の こ

と が 起 こ る 可 能 性 も あ り ま す の で 、私 は

何 よ り も「 生 徒 た ち を 元 気 に 日 本 へ 帰 す

こ と 」を 一 番 の 使 命 と し て 、気 を 配 り な

が ら 日 々 を 過 ご し ま し た 。事 務 局 の 皆 さ

ま の 綿 密 な 準 備 、現 地 ガ イ ド さ ん の 温 か い ご 対 応 、そ し て ご 家 族 の 皆 さ ま の ご 協 力 の お

か げ で 、１ ０ 日 間 に わ た る 行 程 を 大 き な 問 題 な く 終 え る こ と が で き ま し た 。体 調 を 崩 し

た り け が を し た り す る 生 徒 も な く 、 全 員 が 元 気 に 帰 国 で き た こ と を 心 か ら 安 堵 す る と

と も に 、 多 く の 方 々 の 支 え に 改 め て 感 謝 い た し ま す 。  

今 回 の 派 遣 に 参 加 し た 生 徒 た ち の 多 く は 、「 英

語 を も っ と 頑 張 り た い 」 と い う 思 い を 胸 に 出 発

し ま し た 。し か し 、シ ド ニ ー 空 港 に 着 い て す ぐ に

耳 に し た ア ナ ウ ン ス の 速 さ や 、 カ ウ ラ で の 独 特

な 発 音 に 戸 惑 い 、 改 め て 自 分 た ち の 力 不 足 を 感

じ て い る 様 子 が 見 ら れ ま し た 。そ れ で も 、ホ ス ト

フ ァ ミ リ ー に 助 け ら れ な が ら 、 簡 単 な 言 葉 を 繰

り 返 し た り 、 身 振 り 手 振 り を 交 え た り し な が ら

少 し ず つ 自 分 の 言 葉 が 通 じ る こ と に 喜 び を 見 出

し 、日 ご と に 笑 顔 が 増 え て い く 姿 が 印 象 的 で し た 。特 に 、白 石 市 紹 介 ク イ ズ の 準 備 で は 、

現 地 で も 仲 間 同 士 で 練 習 を 重 ね 、聖 ラ フ ァ エ ル 校 の 先 生 の「 ゆ っ く り 、は っ き り 伝 え る

こ と が 大 切 」と い う ア ド バ イ ス を 素 直 に 受 け 止 め て 取 り 組 む 姿 が 見 ら れ ま し た 。本 番 は

堂 々 と 発 表 す る こ と が で き 、 会 場 は 大 変 盛 り 上 が り ま し た 。 発 表 後 の 生 徒 た ち の 顔 に

は 、安 心 と 達 成 感 が あ ふ れ て い て 、こ の 経 験 が 彼 ら に と っ て 大 き な 自 信 に な っ た こ と を

実 感 し ま し た 。  

私 自 身 も 、今 回 の 訪 問 を 通 じ て オ ー ス ト ラ リ ア・カ ウ ラ の 皆 さ ん の 温 か さ に 心 を 動 か

さ れ ま し た 。シ ド ニ ー か ら カ ウ ラ に 向 か う 道 中 で 伺 っ た 、第 二 次 世 界 大 戦 中 の 日 本 人 捕

虜 と 現 地 の 方 々 の 話 は 、特 に 忘 れ ら れ ま せ ん 。敵 国 で あ っ た 脱 走 し た 日 本 兵 に 食 事 を 差

し 出 し た 女 性 や 、亡 く な っ た 方 々 の た め に 墓 地 を 整 え て く だ さ っ た 方 々 。そ の よ う に 人

と し て 大 切 な こ と を 貫 い た 心 が 、今 も 受 け 継 が れ て い る こ と を 実 感 し ま し た 。実 際 に 、

カ ウ ラ の 皆 さ ん は 私 た ち を と て も 温 か く 迎 え て く だ さ い ま し た 。特 に 、聖 ラ フ ァ エ ル 校

▲ 事 前 研 修 会 に て 出 し 物 発 表 の ア ド バ イ ス  

▲箸で爪楊枝を何本取れるかチャレンジ 
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の 先 生 方 や ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 皆 さ ん は 、 生 徒 が 喜 ぶ よ う な

活 動 や 食 事 を 工 夫 し て く だ さ り 、 そ の お も て な し の 心 に 支 え

ら れ て 生 徒 た ち も 充 実 し た 日 々 を 過 ご せ ま し た 。 ホ ス ト フ ァ

ミ リ ー の 方 々 が 「 受 け 入 れ る 側 だ か ら 仕 方 な く 」 と い う 姿 勢

で は な く 、「 一 緒 に 楽 し む 」と 思 っ て く だ さ っ て い る こ と が 伝

わ っ て き て 、 そ の 温 か さ に 触 れ る た び に 、 私 も 幸 せ な 気 持 ち

に な り ま し た 。  

ま た 、 カ ウ ラ の 日 本 人 捕 虜 脱 走 事 件 や キ ャ ン ベ ラ の 戦 争 記

念 館 で の 学 び を 通 じ て 、 日 本 の 学 校 で は 触 れ る 機 会 の 少 な い

歴 史 を 知 る こ と が で き ま し た 。 戦 争 が 社 会 に 与 え た 影 響 を 改

め て 考 え る 機 会 と な り 、 日 本 人 と し て 忘 れ て は い け な い こ と

を 心 に 刻 む 時 間 と な り ま し た 。 カ ウ ラ は 日 本 と 深 い 関 わ り を

持 つ 都 市 で あ り 、多 く の 地 域 が 聖 ラ フ ァ エ ル 校 と の 交 流 を 希 望 す る 中 で 、現 在 は 東 京 の

高 校 と 白 石 市 に 限 ら れ て い る と 伺 い ま し た 。 選 ば れ た 交 流 先 と し て の 誇 り を 感 じ る と

と も に 、こ の ご 縁 を 大 切 に し な が ら 、今 後 も 交 流 が 長 く 続 い て い く こ と を 願 っ て や み ま

せ ん 。  

学 校 体 験 や ホ ー ム ビ ジ ッ ト を 通 し て 、生 徒

た ち は「 も っ と 語 学 を 頑 張 ら な け れ ば 」と 強

く 感 じ た よ う で す 。た だ 、今 回 の 経 験 か ら 私

が 特 に 大 切 だ と 感 じ た の は 、語 学 力 そ の も の

よ り も「 自 分 の 思 い を 伝 え る 力 」で す 。オ ー

ス ト ラ リ ア の 生 徒 た ち は 積 極 的 に 質 問 し 、率

直 に 自 分 の 考 え を 言 葉 に し て い ま し た 。そ れ

に 比 べ る と 、日 本 の 生 徒 は な か な か 声 に 出 せ

ず 、感 想 も 短 く 終 わ っ て し ま う 場 面 が あ り ま

し た 。 こ れ か ら の 時 代 に 必 要 と さ れ る の は 、

自 分 の 気 持 ち や 考 え を 表 現 す る 力 だ と 思 い

ま す 。今 回 の 経 験 を 学 校 現 場 に 還 元 し 、生 徒 が 日 頃 か ら「 考 え を 持 ち 、そ れ を 相 手 に 伝

え る 」こ と が で き る よ う 、日 々 の 指 導 を 工 夫 し て い き た い と 感 じ て い ま す 。改 め て 、こ

の よ う に 素 晴 ら し い 機 会 を い た だ き ま し た こ と に 、心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま す 。訪 問 を 通

じ て 得 た 気 づ き や 学 び を 大 切 に し な が ら 、 今 後 も 生 徒 た ち が 国 際 社 会 の 中 で の び の び

と 力 を 発 揮 で き る よ う 、 努 め て ま い り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

▲ 聖 ラ フ ァ エ ル 教 会 で 神 父 さ ん と  

▲ 子 羊 を 抱 っ こ  
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